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2010 年から 2017 年末までに福岡大学病院皮膚科を受診した乾癬、乾癬性関節炎の患者
について生物学的製剤治療を受けた全ての患者を対象とし、診療録から臨床情報を抽出
し、病歴、臨床的な特徴と使われた薬剤について後ろ向きに調査した。抽出した患者情
報は、性別、初診年齢、初発年齢、Body mass index (BMI)、家族歴、既往歴、生活歴 
(喫煙、飲酒)、病型(尋常性乾癬、関節症性、膿疱性乾癬、滴状乾癬、乾癬性紅皮症)、











 2010 年から 2017 年末まで福岡大学病院皮膚科では乾癬の患者は 1260 人が受診してい
た。そのうちに 211 人(男は 158 人、女は 53 人、男女比は 3：1)が市販後の生物学的製剤
治療を受けていたが、そのうち 147 人(69.7%)が 1 種類だけの生物学的製剤で治療されて
いた。内訳は男が 112 人（70.9%）、女が 35 人(66%)で比率に有意差はなかった(p-
value=0.4961 )。64 人の患者は(男が 46 人(71.9%)、女が 18 人(28.1%))は別の生物学的
製剤に切り替えられた。各生物学的製剤が使用された患者数を 1 年ごとの患者数の総和
で累積したところ、全体乾癬患者では、ウステキヌマブ（UST）が 223 人・年、アダリム
マブ（ADA）が 222 人・年と多く、続いてインフリキシマブ（IFX）が 142 人・年と続い
た。TNFα阻害剤の使用は減少したが、新たに導入された患者では UST およびインターロ
イキン（IL）-17 阻害剤が増加した。UST が最も継続率が高い結果となった。UST は IFX, 
ADA に比較して有意に生存曲線の中央値が大きかった(それぞれ p=0.0057, 0.0005)が、
SEC とは統計学的に有意差がみられなかった(p=0.4724)。2 剤目の生存曲線はいずれの薬





かったが、UST または IL-17 阻害剤への切り替えは増加傾向を示しました。 
【結論】 











PsV、PsA を併せた乾癬全体では IL12/23p40Mab である ustekinumab(UST)の使用が増加
し、薬剤継続率も Infliximab(IFX)、adalimumab(ADA)等の TNF 阻害薬より有意に高いこと
が明らかとなった。薬剤切り替えに関しても、IFX から ADA、そして ADA から UST 例が多
く認められた。PsA に限ってみると、やはり TNF 阻害薬が頻繁に投与されたが、薬剤継続



















































 Q7: 薬剤の無効の定義はどのようにされたのか？ 
  A7: 実臨床での無効の判断なので、患者の意向を含めた主治医の判断だったと思う。 
  




 Q9: なぜ PsV+PsA と PsA と比較したのか？PsV vs PsA としなかった理由は？ 
 A9: Ps 全体像を把握することが、重要と判断した。 
 
 Q10: TNFi よりも UST が優っているのは、なぜだと思っているのか？ 
 A10: UST の阻害部位が、IL12/23p40 であり、サイトカインカスケードのより上流に存 
 在する分子であるからと考えている。 
 
Q11: IL12/23p40Mab の UST が IL17i の SEC や IXE、IL17Ri の BRO よりよい結果だ 
ったことは、IL12 のラインが乾癬の病態では関わっていると考えているのか？ 
A11: 乾癬では IL12 のラインは、ほとんど病態形成に関わっていないことがこれまでの       
研究で明らかにされており、やはり IL23 が key cytokine と考えられている。 
 
Q12: RA では TNFi と IL6Ri が Mab として使用されているが、乾癬では TNFi が治療に使
われる取り組みはされているが、IL6Ri では効果が無かったのか？ 





 本論文は、論文中の記載にもあるとおり、study limitation があるも実臨床から導き出
された信頼性の高い情報であり、今後も対象患者数を追加した検討を継続することで、新
たな方向性を示すことができる独創性と発展性を有するものと思われ、学位論文に値する
と評価された。 
 
 
